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                                               令和６年 12月 11日 

 

＜タイトル＞ 

曽我ひとみさんへの質問事項

 

 

日ごろ、佐渡市の報道にご理解とご協力をいただき感謝申し上げます。 

 12月14日（土）の拉致被害者救出を願う署名活動における、曽我ひとみさんへの質問は、別

紙の６項目とさせていただきます。 

  よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                 

本件についての問い合わせ先 

佐渡市役所総務部総務課 

拉致被害者対策係 

担当：加藤・中田 

電話（直通）0259-63-3111（内線）318・316 



12月 14日署名活動 曽我ひとみさんへの質問 

 

 

１ ４月から拉致被害者対策係に勤務され、パンフレット作成や県外での活動 

など、忙しい日々を送られたと思います。今年１年を振り返っていただけます 

か。 

 

２ 今年も拉致問題に大きな進展がないまま、母ミヨシさんの９３歳の誕生日

を迎えようとしています。ミヨシさんに伝えたいこと、政府に訴えたいことを

それぞれ教えてください。 

 

３ ミヨシさんの誕生日に関する思い出があれば教えてください。 

  

４ ことしにはいり、富山、秋田、高松など、県外地区での講演が増えています。

なにかお考えがあるのでしょうか。 

 

５ アメリカの大統領が来年、トランプ氏にかわります。曽我さんは２０１７年

に当時のトランプ大統領と面会していますが、トランプ氏が大統領に就任し

た際に期待することや、当時トランプ氏と話したことの思い出などあったら

教えてください、 

 

６ 韓国のユン大統領は、これまでの拉致問題に消極的だった政権とはちがい、

韓国で初めて拉致問題の専属チームを発足させるなど、拉致問題を含む北朝

鮮の人権問題解決を優先事項としてあげていました。そのユン大統領の早期

退陣が現実味を帯びていますが、政権が変わった場合、韓国だけでなく日本の

拉致問題にも影響が出ると思いますか。 


